
（別紙３）

～ 令和6年11月5日

（対象者数） 43 （回答者数） 9

～ 令和6年10月31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・法人内外の研修を設け、職員全体での共通意識を持った支

援の充実を行う。

・特性に合わせた視覚的な支援を行い、根拠のある支援を高

める。

・支援会議にて継続的に構造化については状況確認と、再構

造化を実施する。

2

・個々に沿ったワーク課題を興味関心や特性に合わせた必要

な支援や環境設定を明確にし、情報を提供する。

3

・地域との情報共有に向けて事業所内での情報を整理し、見

立屋具体的な支援グッズを合わせて提供する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・子どもたちや保護者様の思い、アセスメントの結果などを

総合的に整理した内容を個別通所計画に明記し、確認を行っ

た上で実施する。

2

・各職員での書類について共通理解を行い、ご説明を行う。

・保護者様へのご質問やご確認を行いながら申し送りを行

う。

・構造化についてつむぎ通信やfacebookにて、周知を行

う。

・療育参観の案内を行い、保護者様に環境を見ていただける

機会を設定する。

3

・つむぎ通信やfacebookでの情報提供を定期的に実施す

る。

・避難訓練などを実施した際には申し送りにてお伝えを行

う。

・通所計画に基づき、個別のワーク課題など、個々への取り

組みの実施。

・定期的な再構造化を実施し、現在の子どもたちが過ごしや

すい環境設定の充実。

・子どもたちの興味関心を把握し、課題の中に取り入れてい

る。

・子どもたちの様子を捉え、安心して過ごしやすい環境設定

について検討する機会を設けている。

・変更後の子どもたちの様子を確認し、再度変更を検討して

いる。

・保護者様への支援内容の情報提供。 ・具体的な支援グッズを見せながらお伝えする。

・個別ワーク以外でも気になったことをお伝えする。

地域の小学校とのケース会議などへの参加や情報共有の実

施。

・学校からの見学やケース会議の招集に対して、即座に対応

し、参加を行う。

・福祉的な視点での見立てや情報提供を行う。

・非常災害時の対応や各種マニュアルの周知の不足。 ・保護者様が情報に触れる機会が少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・個別通所計画の優先課題の整理。 ・アセスメントの結果を中心に優先順位を整理しいる。

・優先順位について明記を行っていない。

・保護者様への情報提供の不足。 ・申し送りの際に各種書面について丁寧な説明を実施してい

ない。

・構造化の目的やねらいなどが保護者様に分かるように伝え

られていない。

令和6年10月24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年12月9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 つむぎ落合（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和6年10月11日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


